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も
う
一
年
以
上
も
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
生
活
自
粛
や

接
触
回
避
の
影
響
で
人
同
士
の
関
係
も
薄
れ
が
ち
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
ず
、
す
べ
て
の
行
動
制
限
、

不
安
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　

先
日
、「
こ
ど
も
の
日
」
に
ち
な
ん
だ
総
務
省
発
表
の

子
供
（
15
歳
未
満
）
の
人
口
に
つ
い
て
、40
年
連
続
の
年
々

減
少
、
総
人
口
比
率
２
０
２
１
年
11
．
９
％
（
２
０
０
０

年
14
．
６
％
、
１
９
８
０
年
23
．
５
％
）
で
47
年
連
続
の
低
下
と
な

り
、
少
子
高
齢
化
の
加
速
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
傾
向
は
続
い
て

い
る
。
ま
た
、
農
水
省
発
表
（
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）
に

よ
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
、
１
３
６
万
人
で
５
年
前
に
比
べ
39
万

人
減
り
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
高
齢
化
に
伴
う
離
農
な
ど
顕
著
で

あ
り
、
新
規
就
農
、
特
に
若
者
の
就
農
・
定
着
化
に
む
け
た
対
応
策

と
併
せ
て
、
都
市
集
中
・
地
方
衰
退
に
繋
が
り
か
ね
な
い
構
造
的
な

問
題
解
決
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

[

て
ん
菜
作
付
け
戸
数
（
２
０
１
５
）
７
，３
５
２
戸
→
（
２
０
２
０
）

６
，
７
９
３
戸　

５
５
９
戸
減]　

　

昨
今
、
先
端
技
術
の
導
入
に
伴
う
農
作
業
の
生
産
性
、
安
全
性
を

高
め
る
ス
マ
ー
ト
農
業
、
障
害
者
の
社
会
参
画
と
新
た
な
働
き
手
確

保
に
つ
な
が
る
農
と
福
祉
の
連
携
（
農
福
連
携
）、
組
織
・
団
体
に

お
け
る
新
た
な
時
代
へ
の
新
た
な
施
策
を
取
り
入
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

Ｄ
Ｘ
、
省
人
省
力
か
つ
効
率
作
業
の
仕
組
み
づ
く
り
や
諸
問
題
へ
の

対
策
に
向
け
た
関
係
者
の
連
携
が
益
々
重
要
な
時
代
と
な
っ
て
い

る
。

　

明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
て
ん
菜
種
子
が
初
め
て
輸
入
さ
れ

１
５
０
年
余
、
本
年
も
て
ん
菜
の
播
種
、
定
植
作
業
の
ス
タ
ー
ト
と

と
も
に
現
在
、
初
期
生
育
増
進
に
む
け
管
理
作
業
を
迎
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
先
人
た
ち
の
知
恵
と
思
想
を
大
切
に
、
輪
作
体
系
維
持

と
地
域
振
興
へ
の
貢
献
に
根
ざ
し
た
北
海
道
の
基
幹
作
物
で
あ
る
て

ん
菜
の
豊
穣
の
秋
を
期
待
し
な
が
ら
、
季
節
巡
る
春
の
訪
れ
と
と
も

に
、「
土
の
香
り
」
と
「
新
緑
の
作
物
」
か
ら
活
力
を
貰
い
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
と
心
身
と
も
に
通
常
の
日
々
に
戻
れ
る
こ
と

を
願
い
。 

（
Ｈ
）

てん菜定植作業（倶知安町）
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１
．
原
料
て
ん
菜
の
受
渡
し
・
糖
分
測
定

立
会
事
業

⑴
立
会
人
を
４
４
２
名
委
嘱
し
、
公
正
・

円
滑
な
取
引
を
推
進

⑵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
を

踏
ま
え
た
立
会
業
務
の
検
討
推
進

⑶
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
（
６
製
糖
所
・
工

場
）の
操
業
前
点
検
及
び
立
入
点
検（
２

回
）
の
実
施

⑷
て
ん
菜
受
渡
し
等
に
係
る
現
地
調
査
の

実
施
（
十
勝
管
内
３
製
糖
所
・
工
場
）

⑸
糖
分
測
定
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
係

わ
る
対
応

⑹
立
会
人
代
表
者
会
議
の
開
催
（
書
面
）

⑺
立
会
業
務
功
労
者
の
顕
彰

２
．
試
験
研
究
事
業

⑴
て
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試
験

⑵
Ｄ
Ｉ
Ｖ
（
感
染
好
適
指
数
）
防
除
決
定

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
テ
ン
サ
イ
褐
斑

病
防
除
体
系
の
確
立
試
験

⑶
近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
て
ん
菜
の
非
破

壊
糖
度
測
定
法
の
開
発
試
験

⑷
て
ん
菜
受
入
査
定
・
立
会
業
務
に
於
け

る
買
入
対
象
外
判
別
技
術
の
開
発
試
験

（
Ａ
Ｉ
画
像
処
理
技
術
の
活
用
）

３
．
普
及
啓
発
事
業

⑴
て
ん
菜
関
係
資
料
の
作
成
配
布
（
て
ん

菜
だ
よ
り
年
３
回
））

⑵
て
ん
菜
糖
業
年
鑑
の
作
成
配
布

⑶
需
要
拡
大
・
普
及
啓
発
対
策
の
推
進

・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
需
要
拡
大
運
動

（
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
へ
の
対

応
⑷
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
の
開
催

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
講
演
動
画
配
信
）

４
．
種
子
対
策
事
業

⑴
「
て
ん
菜
優
良
品
種
の
解
説
」
の
作
成

配
布

５
．
調
査
研
究
事
業

⑴
原
料
受
入
・
糖
分
測
定
の
効
率
化
・
合

理
化
対
策
に
関
す
る
検
討
・
推
進

⑵
て
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試
験
現
地
調
査

等
の
実
施

⑶
て
ん
菜
圃
場
現
地
調
査
の
実
施

⑷
基
金
管
理
団
体
と
し
て
対
応
し
た
補
助

事
業
の
事
後
指
導

６
．
そ
の
他

⑴
て
ん
菜
紙
筒
育
苗
検
討
会
の
運
営
（
事

務
局
対
応
）

⑵
関
連
会
議
の
開
催
・
出
席

令
和
２
年
度
事
業
報
告
の
概
要

令和 2 年 9 月糖分測定センター操業前点検

令和 2 年 9 月輸入品種検定試験現地調査

令和２年度収支決算
（単位：千円）

収　　入 支　　出
会　　　 費 64,000 事　 業　 費 75,809
負　 担　 金 21,800 管　 理　 費 4,417
受 取 利 息 2
雑　 収　 入 447
収 入 合 計 86,249 支 出 合 計 80,226

収 支 差 額 6,023
期首正味財産 31,048
期末正味財産 37,070
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大
・
普
及
啓
発
対
策
の
推
進

４
．
種
子
対
策
事
業

⑴
優
良
品
種
や
検
定
試
験
等
に
関
す
る
資

料
の
作
成
・
配
布

５
．
調
査
研
究
事
業

⑴
原
料
受
入
・
糖
分
測
定
の
効
率
化
・
合

理
化
対
策
に
関
す
る
検
討
・
推
進

⑵
生
育
状
況
現
地
調
査
、
生
産
体
制
等
に

係
る
調
査
等
の
実
施

６
．
そ
の
他 

⑴
て
ん
菜
紙
筒
育
苗
検
討
会
の
運
営(

事

務
局
対
応) 

３
．
普
及
啓
発
事
業

⑴
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
の
開
催　

⑵
て
ん
菜
糖
業
年
鑑
、
機
関
紙
（
て
ん
菜

だ
よ
り
）、
て
ん
菜
関
連
資
料
の
作
成
・

配
布

⑶
需
要
拡
大
・
普
及
啓
発
対
策

・
関
連
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
の
消
費
拡
大
運
動
（
天
下
糖
一

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
へ
の
対
応
な
ど
、
て

ん
菜
・
て
ん
菜
糖
（
砂
糖
）
の
需
要
拡 令和 2 年 9 月現地圃場調査

令和 2 年 10 月原料受渡調査

　

令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
６
月
23
日
の
総
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

（
て
ん
菜
関
係
の
主
な
実
施
事
業
）

１
．
原
料
て
ん
菜
の
受
け
渡
し
及
び
糖
分

測
定
立
会
事
業

⑴
立
会
人
の
委
嘱
と
立
会
業
務
の
推
進

⑵
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
の
立
入
点
検
実
施

⑶
糖
分
測
定
な
ど
に
関
す
る
問
題
の
処
理

⑷
糖
分
測
定
結
果
の
取
り
ま
と
め

⑸
立
会
業
務
な
ど
に
関
す
る
効
率
化
・
合

理
化
対
策
の
検
討
・
推
進

⑹
て
ん
菜
受
渡
し
等
に
係
る
現
地
調
査
・

立
会
人
代
表
者
会
議
の
開
催

⑺
立
会
業
務
功
労
者
の
顕
彰

⑻
立
会
業
務
に
係
わ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
の
推
進

２
．
試
験
研
究
事
業

⑴
て
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試
験

⑵
近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
非
破
壊
糖
度
測

定
法
の
開
発
試
験

⑶
て
ん
菜
受
入
査
定
業
務
の
自
動
化
試
験

⑵
関
連
会
議
へ
の
出
席

　

北
海
道
農
協
畑
作
青
果
対
策
本
部
委
員

会
て
ん
菜
て
ん
菜
糖
合
理
化
検
討
委
員

会
畑
作
農
業
の
確
立
に
関
す
る
検
討
専

門
委
員
会
等

⑶
組
織
統
合
に
基
づ
く
共
通
事
業
の
検
討

令
和
３
年
度
事
業
計
画
の
概
要

令和３年度収支予算
（単位：千円）

収　　入 支　　出
会　　　 費 60,900 事　 業　 費 79,704
負　 担　 金 23,000 管　 理　 費 4,706
受 取 利 息 10
雑　 収　 入 500
収 入 合 計 84,410 支 出 合 計 84,410

収 支 差 額 0
期首正味財産 31,048
期末正味財産 31,048
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は
じ
め
に

　

昨
年(

２
０
２
０
年)
の
て
ん
菜
病

秋
季
に
も
高
温
が
続
く
な
ど
、
病
害
が
発

生
し
や
す
い
気
象
条
件
の
年
も
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば
、

テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
は
、
10
年
に
一
度
程
度

多
発
し
、
ま
た
、
多
発
年
が
続
い
た
り
し

て
い
ま
す
（
図
１
）。
こ
こ
で
は
、
て
ん

菜
の
主
要
病
害
と
し
て
、
褐
斑
病
、
根
腐

病
、
黒
根
病
、
そ
う
根
病
、
黄
化
病
（
旧

病
名
：
西
部
萎
黄
病
）
を
取
り
上
げ
、
防

除
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

１
．
褐
斑
病

　

褐
斑
病
は
高
温
多
湿
条
件
下
で
多
発

し
、
葉
が
枯
れ
て
糖
量
の
低
下
を
引
き
起

こ
す
重
大
な
病
害
で
す
（
写
真
１
）。

　

防
除
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
ま
ず
、
抵

抗
性
“
強
”
品
種
を
活
用
し
、
連
作
を
避

け
適
正
な
輪
作
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
な

耕
種
的
防
除
に
努
め
ま
す
。

　

薬
剤
散
布
は
初
発
直
後
ま
で
に
開
始
し

ま
す
。
初
回
散
布
の
判
断
に
は
病
害
虫
発

生
予
察
情
報
等
を
活
用
し
、
各
地
区
の
平

年
の
初
発
期
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

散
布
間
隔
は
14
日
を
基
本
に
、
発
病
に
好

適
な
高
温
多
湿
条
件
で
は
10
日
以
下
に
し

て
く
だ
さ
い
。
８
月
下
旬
で
散
布
を
切
り

上
げ
る
と
、
９
月
の
気
象
条
件
に
よ
っ
て

は
多
発
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
気
象
経
過

を
見
極
め
な
が
ら
適
切
な
散
布
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　

基
幹
防
除
薬
剤
は
マ
ン
ゼ
ブ
剤

（
４
０
０
～
５
０
０
倍
）
と
銅
剤
で
す
。
銅

害
は
、
過
去
３
カ
年(

２
０
１
７
～

２
０
１
９
年)

と
同
様
に
、
平
年
と
比
べ

て
発
生
が
少
な
く
経
過
し
ま
し
た（
表
１
）。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
各
種
病
害
に
対
し

て
適
切
な
防
除
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
抵
抗

性
品
種
の
作
付
け
が
増
え
た
こ
と
に
加

え
、
発
生
に
好
適
な
気
象
条
件
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
ま
で
も
、
夏
季
が
高
温
多
雨
と
な
り

 
２
０
２
１
年
に
向
け
て
の
て
ん
菜
病
害
防
除
に
つ
い
て

２
０
２
１
年
に
向
け
て
の
て
ん
菜
病
害
防
除
に
つ
い
て

(

地
独)

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
北
見
農
業
試
験
場

　
　
　

　池

　谷

　美
奈
子

(

地
独)

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
北
見
農
業
試
験
場

　
　
　

　池

　谷

　美
奈
子

表 1　2020 年のてん菜病害発生状況

病害名 発生量
（平年比） 発生状況の解析

褐斑病 少
抵抗性“やや強”以上の品種作付けが7割を越えている。
初発前からの防除が適切に行われた。
本病が発生しやすい高温多雨の期間が短かった。

根腐病
（黒根病含む） 少

常発地では抵抗性品種が作付けされている。
適切な防除が実施された。
本病が発生しやすい高温多雨の期間が短かった。

そう根病 並 抵抗性品種が作付けされている。
黄化病

（旧病名：西部萎黄病） 少 ハウスクリーニングなど感染源の除去が徹底された。

注 1） そう根病は近年発生が少ないため、平年値が低い。

図 1　褐斑病被害面積率の推移（1998 ～ 2020 年）
注 1）北海道病害虫防除所農作物有害動植物発生予察事業年報より

0
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15

20

25

30

35

1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020

被
害
面
積
率
（
%
）

写真 1　褐斑病の病徴（池谷聡原図） 左：軽症、右：重症
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剤
の
残
効
期
間
は
マ
ン
ゼ
ブ
剤
よ
り
短
い

の
で
、
散
布
間
隔
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
イ
ミ
ノ
ク
タ
ジ
ン
ア
ル
ベ
シ
ル

酸
塩
水
和
剤
（
ベ
ル
ク
ー
ト
水
和
剤
）、
Ｔ

Ｐ
Ｎ
水
和
剤
（
ダ
コ
ニ
ー
ル
エ
ー
ス
）、
硫

黄
・
銅
水
和
剤
（
園
芸
ボ
ル
ド
ー
）
も
、

効
果
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

３
．
黒
根
病

　

本
病
の
病
原
菌
は
土
壌
中
に
存
在
し
て

い
ま
す
。
高
温
多
雨
で
土
壌
が
過
湿
に

な
っ
た
場
合
、
ま
た
、
て
ん
菜
の
生
育
ス

テ
ー
ジ
が
若
い
ほ
ど
発
病
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
軽
症
の
場
合
は
粗
皮
症
状
で
と
ど

ま
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
重
症
に
な
る

と
、
黒
色
の
病
斑
か
ら
内
部
腐
敗
に
至
り

ま
す
（
写
真
２
）。
内
部
腐
敗
が
根
部
の

半
分
以
上
に
な
る
と
圃
場
で
廃
棄
と
な

り
、
そ
の
ま
ま
減
収
に
つ
な
が
り
ま
す
。

直
播
栽
培
で
は
、
移
植
栽
培
よ
り
多
発
し

や
す
く
、
根
重
・
糖
量
の
減
少
が
激
し
く
、

被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
（
図
２
）。

　

黒
根
病
防
除
対
策
と
し
て
は
、
移
植
栽

培
、
直
播
栽
培
と
も
に
抵
抗
性
品
種
の
導

入
が
最
も
効
果
的
で
す
。直
播
栽
培
で
は
、

特
に
、
抵
抗
性
が
“
強
”
レ
ベ
ル
の
品
種

は
、
抵
抗
性
が
“
や
や
強
”
レ
ベ
ル
以
下

の
品
種
よ
り
発
病
が
少
な
く
、
根
重
お
よ

び
糖
量
が
多
い
で
す
（
図
２
、
図
３
）。

　

黒
根
病
発
生
履
歴
の
あ
る
圃
場
に
お
い

て
は
、
可
能
な
限
り
抵
抗
性
“
強
”
レ
ベ

ル
の
品
種
を
作
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　

移
植
栽
培
に
つ
い
て
は
、
常
発
圃
場
で

　

一
方
、
複
数
の
褐
斑
病
防
除
薬
剤
に
対

し
て
薬
剤
耐
性
菌
が
発
生
し
て
お
り
（
表

２
）、
チ
オ
フ
ァ
ネ
ー
ト
メ
チ
ル
剤
お
よ

び
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
は
防
除
効
果
が
期
待
で
き
ま

せ
ん
。
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
を
根
腐
病
に
対
し
て
使

用
す
る
場
合
は
登
録
の
範
囲
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
と
カ
ス
ガ
マ

イ
シ
ン
剤
は
、
混
合
剤
を
含
め
て
使
用
回

数
を
可
能
な
限
り
低
減
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
根
腐
病

　

本
病
の
病
原
菌
は
土
壌
中
の
比
較
的
浅

い
部
分
に
存
在
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

中
耕
で
株
元
に
土
を
寄
せ
す
ぎ
る
と
葉
柄

の
基
部
に
土
壌
が
接
触
し
て
感
染
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
高
温
多
湿
条
件
や
連
作
で

多
発
し
ま
す
。

　

防
除
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
イ
ネ
科

を
含
め
た
輪
作
が
有
効
で
す
。
常
発
圃
場

で
は
、
抵
抗
性
品
種
を
導
入
し
て
く
だ
さ

い
。
薬
剤
防
除
は
移
植
前
の
育
苗
ポ
ッ
ト

へ
の
灌
注
と
６
月
中
旬
～
７
月
中
旬
の
株

元
散
布
（
散
布
水
量
は
２
０
０
リ
ッ
ト
ル

／
10
ａ
）
が
効
果
的
で
す
。
本
病
の
病
原

菌
が
感
染
し
た
葉
柄
の
基
部
に
は
胞
子
が

形
成
さ
れ
て
葉
腐
病
の
感
染
源
と
な
る
た

め
、
根
腐
病
に
対
す
る
薬
剤
防
除
は
、
葉

腐
病
に
対
し
て
も
防
除
効
果
を
期
待
で
き

ま
す
。

写真 2 黒根病の病徴 ( 池谷聡原図 ) 左：粗皮病斑、右：内部腐敗

表 2　テンサイ褐斑病で耐性菌が確認されている薬剤（混合剤を含む）
薬剤の系統 農薬の種類（成分名） 農薬の名称（商品名）

ＱｏＩ剤 ( 注１) トリフロキシストロビン水和剤 F フリントフロアブル 25
クレソキシムメチル水和剤 F ストロビーフロアブル
アゾキシストロビン水和剤 F アミスター 20 フロアブル

ＭＢＣ剤 ( 注１) チオファネートメチル水和剤 トップジン M 水和剤
ＤＭＩ剤 ( 注２) ジフェノコナゾール乳剤 プランダム乳剤 25

テトラコナゾール乳剤 ホクガード乳剤
テトラコナゾール・銅水和剤 ホクガード C 顆粒水和剤
テブコナゾール水和剤Ｆ シルバキュアフロアブル
テブコナゾール・マンゼブ水和剤 グットクル水和剤
フェンブコナゾール乳剤 デビュー乳剤
フェンブコナゾール・マンゼブ水和剤 ビートスター水和剤・どさんこスター水和剤

カスガマイシン剤 ( 注２) カスガマイシン液剤 カスミン液剤
カスガマイシン・銅水和剤 カスミンボルドー・カッパーシン水和剤

注 1） 防除効果が期待できないので、褐斑病防除には使用しない。
注 2） 使用回数を可能な限り低減する。

図 2　異なる品種の移植栽培と直播栽培における黒根病の発病
　　　（2019 年黒根病多発圃場）
注 1）アルファベットは、直播栽培（大文字）移植栽培（小文字）それぞれの発病程度について異なるアルファベット

の文字間において 5% 水準で有意差があることを示す。
注 2）発病指数 4 以上の株は圃場で廃棄となるため、そのまま減収につながる。
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は
薬
剤
の
育
苗
ポ
ッ
ト
灌
注
が
経
済
的
に

も
有
効
で
す
。
一
方
、
直
播
栽
培
で
は
、
発

生
履
歴
の
あ
る
圃
場
に
抵
抗
性
“
や
や
強
”

品
種
を
作
付
け
す
る
場
合
、
７
月
上
旬
の

薬
剤
株
元
散
布
が
効
果
的
で
す
（
図
４
）。

　

本
病
は
過
湿
状
態
で
発
生
し
や
す
い
た

め
、
圃
場
の
排
水
対
策
は
基
本
技
術
と
し

て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、連
作
・

短
期
輪
作
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

増
肥
は
発
病
を
助
長
す
る
の
で
適
正
な
肥

培
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

げ
な
い
な
ど
の
基
本
技
術
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

５
．
黄
化
病(

旧
病
名
：
西
部
萎
黄
病
）

　

モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ
ム
シ
（
写
真
３
）
に

よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
病
で
す
。

感
染
時
期
が
早
い
と
減
収
程
度
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
感
染
し
て
か
ら
発
病
ま
で
の

潜
伏
期
間
は
感
染
時
期
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
モ
モ
ア
カ
ア
ブ

ラ
ム
シ
は
北
海
道
の
野
外
で
は
越
冬
で
き

ま
せ
ん
。
主
な
越
冬
場
所
は
冬
期
間
に
被

覆
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
内
な
の
で
、
そ
こ
を

ア
ブ
ラ
ム
シ
が
越
冬
で
き
な
い
環
境
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
で
、
防
除
対
策
と
し
て
最
も

効
果
が
高
い
で
す
。
冬
期
間
越
冬
ハ
ウ
ス

（
用
途
は
限
定
し
ま
せ
ん
）
の
被
覆
を
除

去
し
て
く
だ
さ
い
。
被
覆
を
除
去
で
き
な

い
場
合
は
、
雑
草
お
よ
び
作
物
残
渣
を
枯

死
さ
せ
る
か
除
去
し
、
ま
た
、
栽
培
す
る

作
物
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
が
寄
生
し
な
い
管

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。
取
り
こ
ぼ
し
を
避

け
る
た
め
、
地
域
全
体
で
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

薬
剤
防
除
の
効
果
は
限
定
的
で
す
が
、

基
本
は
育
苗
ポ
ッ
ト
灌
注
で
す
。
茎
葉
散

布
は
、
上
記
対
策
が
実
施
で
き
な
か
っ
た

場
合
や
、
多
発
年
が
継
続
し
て
い
る
場
合

の
補
助
的
な
防
除
手
段
で
す
。

　

近
年
、
黄
化
病
の
発
生
は
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、油
断
せ
ず
に
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
５
病
害
の
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
近
年
は
病
害
の
発

生
が
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

油
断
せ
ず
に
適
切
な
防
除
対
策
を
継
続

し
、
本
年
も
病
害
虫
の
発
生
を
抑
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

４
． 

そ
う
根
病

　

ネ
コ
ブ
カ
ビ
の
一
種
（
原
生
生
物
に
分

類
さ
れ
る
）
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
ウ
イ

ル
ス
病
で
す
。

　

防
除
対
策
と
し
て
は
抵
抗
性
品
種
の
作

付
け
が
最
も
有
効
で
す
。
２
０
１
９
年
以

降
は
、
全
道
で
そ
う
根
病
抵
抗
性
品
種
の

み
が
作
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
汚
染
圃
場

で
は
、
抵
抗
性
品
種
に
病
徴
が
見
え
な
い

だ
け
で
病
原
ウ
イ
ル
ス
は
存
在
し
て
い
る

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
汚
染
土
壌
の

拡
散
防
止
に
努
め
、
土
壌
pH
を
極
端
に
上

図 3　抵抗性が異なる品種の直播栽培における糖量
　　　（2019 年、黒根病多発圃場）
注 1）棒グラフの上の数字は糖量の対「ゆきまる」百分比を示す。

図 4　直播栽培におけるフルアジナム・フロアブルの株元散布による
黒根病の防除効果 (2019 年、黒根病多発圃場 )
注 1) 株元散布は 200 リットル /10a の 1 回散布。
注 2)「アンジー」（黒根病抵抗性“やや強”）を供試。
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2020 年度入賞作品

　

令
和
元
年
度
よ
り
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
砂
糖
の
消
費

拡
大
事
業
「
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
、実
施
３
年
目
と
な
る
本
年
は
、

事
業
の
主
体
で
あ
る
生
産
者
と
関
係
者
、

消
費
者
を
巻
き
込
み
、
一
体
と
な
っ
て
盛

り
上
が
り
を
作
る
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

当
協
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

道
内
向
け
対
策
の
一
部
を
担
当
致
し
ま
す
。

【
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
】

　

将
来
的
な
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
、
高

校
生
へ
の
「
夢
を
か
な
え
る
場
所
」
の
提

供
の
た
め
、
昨
年
に
続
き
ス
イ
ー
ツ
コ
ン

テ
ス
ト
へ
の
特
別
協
賛
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
入
賞
４
作
品
を
商
品
化
し

全
道
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
で
販
売
す
る
ほ

か
、
本
選
出
場
チ
ー
ム
の
作
品
に
つ
い
て

も
、
地
域
限
定
で
販
売
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

尚
、
本
選
は
昨
年
同
様
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

【
シ
ュ
ガ
ー
セ
ミ
ナ
ー
イ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
】

　

砂
糖
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
・
砂
糖

の
機
能
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ

イ
ヤ
ル
へ
の
出
場
や
将
来
パ
テ
ィ
シ
エ
を

目
指
し
て
い
る
高
校
生
を
対
象
に
、
お
菓

子
作
り
の
基
本
習
得
・
技
術
向
上
に
つ
な

が
る
出
前
授
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

三
笠
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
講
師
に

迎
え
、
砂
糖
・
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
の
基
本

に
つ
い
て
の
講
座
を
道
内
の
15
校
を
対
象

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

尚
、
本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

状
況
を
踏
ま
え
た
日
程
調
整
と
十
分
な
感

染
防
止
対
策
の
上
で
実
施
致
し
ま
す
。

砂
糖
消
費
拡
大
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
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【
料
理
の
プ
ロ
に
よ
る
一
般
消
費
者
へ
の

シ
ュ
ガ
ー
セ
ミ
ナ
ー
】

　

こ
れ
ま
で
２
年
間
、
プ
ロ
の
料
理
家
を

対
象
と
し
た
「
シ
ュ
ガ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
、
料
理
の
プ
ロ
た
ち
に
砂
糖
の
正

し
い
理
解
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
そ
の
プ
ロ
た
ち
に
、
砂
糖
に
つ

い
て
の
調
理
技
術
、
知
識
を
紹
介
す
る
動

画
を
作
成
し
て
も
ら
い
、「
砂
糖
専
門
動

画
」
と
し
て
一
般
向
け
に
発
信
し
、
一
般

消
費
者
向
け
に
砂
糖
の
知
識
、
砂
糖
を

使
っ
た
料
理
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
広
げ
て
も

ら
い
ま
す
。

　

天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く

だ
さ
い

（https://tenkatoitu-project.jp/

）

　

令
和
２
年
に
新
た
に
認
定
さ
れ
た
優
良

品
種
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
系
統
名
Ｋ
Ｗ
Ｓ
８
Ｋ
８
６
０
（
品
種
名

未
定
）】

　

ド
イ
ツ
の
Ｋ
Ｗ
Ｓ
社
が
育
成
し
た
２
倍

体
の
品
種
で
、
平
成
29
年
に
日
本
甜
菜
製

糖
株
式
会
社
が
輸
入
し
、対
照
品
種
を
カ
ー

ベ
２
Ｋ
３
１
４
と
し
て
平
成
30
年
～
令
和

２
年
に
北
海
道
に
お
け
る
適
応
性
検
定
、

特
性
検
定
試
験
を
実
施
、
令
和
元
年
～
２

年
に
現
地
検
定
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

長
所
：
根
重
が
多
く
、
糖
量
が
多
い
。

　

短
所
：
根
腐
病
抵
抗
性
が
“
や
や
弱
”

で
あ
る
。（
こ
の
た
め
適
切
な
防
除
に
努

め
る
）

　

Ｋ
Ｗ
Ｓ
８
Ｋ
８
６
０
を
カ
ー
ベ
２
Ｋ

３
１
４
に
置
き
換
え
て
普
及
さ
せ
る
こ
と

で
、
て
ん
菜
生
産
の
安
定
と
農
家
所
得
の
向

上
に
寄
与
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
優
良
品
種
の
紹
介

令和２年（2020年）産 てん菜糖の生産実績てん菜糖の生産実績
北海道農政部生産振興局農産振興課調べ

糖業者名
工 場 名

原料処理量
（ｔ）

砂糖生産量
( うち原料糖 )

（ｔ）

歩留
（％）

ビートパルプ     
生産量
（ｔ）

歩留
（％）

截断
期間

( 月日 )

截断
延べ
日数

製糖期間
( 月日 )

製糖
延べ
日数

日

甜

芽 室 1,021,553.91 164,000.00
（59,649.06) 16.05 40,955.14 4.01 10月12日

２月７日 119 10月12日
４月19日 190

美 幌 400,731,00 64,894.02
（51,894.00） 16.19 18,137.08 4.53 10月10日

２月７日 121 10月10日
２月８日 122

士 別 301,028.97 47,104.61
（346.50） 15.65 14,057.82 4.67 10月13日

２月１日 112 10月13日
2月２日 113

小 計 1,723,313.88 275,998.63
（111,889.56) 16.02 73,150.04 4.24

ホ
ク
レ
ン

中斜里 921,652.58 154,981.87
（73,201.47) 16.82 42,931.38 4.66 10月10日

３月25日 167 10月10日
４月12日 185

清 水 334,703.23 52,180.00
（8,251.20) 15.59 15,106.36 4.51 10月19日

２月23日 128 10月19日
２月23日 128

小 計 1,256,355.81 207,161.87
（81,452.67) 16.49 58,037.74 4.62

北

糖

北 見 295,693.38 48,511.87
（1,901.85) 16.41 17,382.14 5.88 10月13日

２月９日 120 10月13日
２月11日 122

道 南 276,251.65 42,019.95
（29,227.23) 15.21 13,676.98 4.95 10月15日

２月８日 117 10月15日
３月４日 141

本 別 360,786.76 57,548.67
（22,917.18) 15.95 16,889.68 4.68 10月13日

２月27日 138 10月13日
２月28日 139

小 計 932,731.79 148,080.49
（54,046.26) 15.88 47,948.80 5.14

合   　　計 3,912,401.48 631,240.99
（247,388.49) 16.13 179,136.58 4.58

注　砂糖生産量の下段のカッコ内は原料糖の生産量で、内数である。


